
第5分科会

学生の能動的な学びを促すための手段として、あるいは学生の授業外学習時間を確保するた
めの手段として、反転授業への注目が高まっている。反転授業は、これまでは主に教室内で行
われていた知識獲得の場を、ICTを利用して授業外に移して事前に学習を行い、授業時間を、
事前に獲得した知識を元に応用的・発展的な内容についての学びの場として利用するという新
たな授業形態である。
本分科会においては、海外の動向も踏まえながら、MOOCを含む教育へのテクノロジー利用、
学習研究、FD・教育改善といった多様な観点から国内の先進的な実践事例とその成果を提示し、
反転授業とそれを実施するための方法論について具体的に学ぶとともに、反転授業が学生の学
びの質や量の改善・向上にどのように寄与しうるのか、その可能性について議論する。
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171

第
5
分
科
会



172

第
5
分
科
会



〈第 5 分科会〉

反転授業により学生の能動的な学びへの転換をはかる

1. 分科会の趣旨
　学生の能動的な学びを促すための手段として、
あるいは学生の授業外学習時間を確保するための
手段として、反転授業への注目が高まっている。
反転授業は、これまでは主に教室内で行われてい
た知識獲得の場を、ICT を利用して授業外に移し
て事前に学習を行い、授業時間を、事前に獲得し
た知識を元に応用的・発展的な内容についての学
びの場として利用するという新たな授業形態であ
る。本分科会においては、海外の動向も踏まえな
がら、MOOC を含む教育へのテクノロジー利用、
学習研究、FD・教育改善といった多様な観点から
国内の先進的な実践事例とその成果を提示し、反
転授業とそれを実施するための方法論について具
体的に学ぶとともに、反転授業が学生の学びの質
や量の改善・向上にどのように寄与しうるのか、
その可能性について議論した。

2. 報告の概要
　午前中に、コーディネーターによる分科会の趣
旨説明および報告者紹介の後、3 名の報告者より
それぞれの取り組み内容について報告頂いた。午
後は、まず、午前の最後にフロアから回収された
質問用紙から各報告者に対する個別の質問と、報
告者全体への質問に対し、各報告者から回答がお
こなわれた。最後にフロアとの全体討論をおこな
い、15:30 に分科会が終了した。
　報告者の報告順およびタイトルは以下の通りで
ある。報告内容については、発表スライドを参照
願いたい。

報告者およびタイトル（敬称略）
1）�土持ゲーリー法一（帝京大学高等教育開発セン
ター）

　「反転授業により学生の能動的な学びへの転換を
はかる
2）�森朋子（関西大学教育推進部）
　「「わかった」を引きだす�アクティブラーニング
としての反転授業」
3）�大浦弘樹（東京大学大学院情報学環）

　「反転授業デザインの基本プロセスと課題の整理」

3 . 報告に対する質疑ならびに全体討議の
内容
　以下、フロアから回収した質問用紙に対する各
報告者の回答、報告者全体への回答、フロアを交
えた全体討論の内容について、コーディネーター
が簡潔にまとめて報告する。

土持先生に対する質問
問：「前向き評価」をどう評価するか？
答：�FD の専門家で POD会長を歴任したディー・
フィンク教授によるコースデザインに関する
書籍『学習経験をつくる大学授業法』（玉川大
学出版部、2011 年）で紹介されている。前向
き評価は、「これまで学んできたことを今後ど
う応用できるか」の評価であり、評価が難しい。
ラーニングポートフォリオは、「何を学んだか」
「学んだことがどう関連づいているか」「それ
をどう応用していくか」の３パートに大きく
分かれるが、最後の応用の部分が前向き評価
にあたる。評価のためのルーブリックもある
が、質的な評価になるので難しい。

問：�学生に考えさせるための「問い」が重要とい
うことだが、具体例を紹介して欲しい

答：�学生には、「なぜ」「どうして」と質問を繰り
返し尋ねるようにしている。
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問：�教材の提供は授業の１週間前だが、時期とし
て適切か？

答：�視聴可能になるのは 1週間前。パワーポイン
トに沿って説明する映像を LMSで配信してい
る。このほか、学生には 18 〜 20 ページの指
定図書課題がある。学生には、紙媒体のシラ
バスを配布しており、授業全体の流れを確認
できるようにしている。

森先生に対する質問
問：�反転授業の 3つめの「その他」のタイプにつ
いて詳しく説明して欲しい

答：�動画の内容について簡単なクイズを課してい
る事例では、正解率が低い項目については授
業中に再度説明している。学生に対するアン
ケートでは、この「Wティーチング型」の評
判がよかった。

問：学生は反転授業をどう思っているか？
答：�「学びたい人だけが学べばよい」という質問者
の意見には賛成する所もあるが、大学として
はそれでよいだろうか。完全習得型は、成績
上位の学生を伸ばすタイプの授業ではないが、
底上げ教育という意味では成功している。独
力で学習できる学生の中には、学び合いや事
前学習が面倒だと感じているものや、より高
度な内容を教えて欲しいという要望を持つも
のもいる。基礎的内容では完全習得学習型で
よいが、一部に高次能力育成型を取り入れる
など、カリキュラムとの連動が必要だろう。

問：�完全習得学習型は学びを強制しているのでは
ないか？

答：�最初はあえて強制でもよいと考えている。自
分の学習スタイルが確立していない学生には、
大学のカリキュラムの初期段階で、学習の仕
方を示す必要があるのではないか。授業中の
アクティブラーニングの部分では自由があり、
活発に学んで欲しい。

問：�自分の授業で、学生のプレゼンテーションの
際に活発な議論にならないが、何か工夫はあ
るか？

答：�形式に関してアドバイスできることは少ない
が、扱っている「テーマ」「課題の内容」は重
要。学生にとって身近で解決したいと考える
ような課題を扱っていると学生は学びやすい。

問：�数学や物理は反転授業を導入し易いことは理
解できたが、座学が中心となる生物などの分
野は？�

答：�実際に生物で反転授業をしている先生がフロ
アにいる。反転授業に分野の特徴はある。今後、
各実践の知見が学内に留まらないよう、分野
別にもFDを進める必要があると思う。

大浦先生に対する質問
問：�私は講義型の基礎的科目で、学生に事前に調
べ学習を課すためのプリントを配布している。
成績に加味することによって学生のより深い
学びにつながっていると思うが、どうか？�

答：�授業外の活動を組み合わせてうまく学生が学
んでいるということであれば、それでよいと
考える。この方法は、反転授業と方向性は似
ているが、私の定義からすれば違和感がある。
個人的には、反転授業の意味が過度に拡大す
ることを防ぐため、その定義は限定すべきで
あると考える。ブレンド型学習という用語も
使えるのではないか。

問：ICTを使うメリットは？
答：�思考が外化できること。一人で学んでも分か
らないことを（言葉や図などで）外化し共有
することで他者から気づきが得られることも
ある。ICT 利用により学生の思考の筋道が可
視化され、形成的評価にもつながるので教員
にとってもメリットがある。

問：�理数系の分野で、講義前にビデオを見ただけ
で学生は本当に問題が解けるのか？

答：�「簡単に解けないような問題」がよい。簡単に
解けるのであれば対面授業も不要。頑張らな
いと解けないような問題が適切である。一人
ではできないことをグループで取り組むこと
で思考の言語化が促され、協調的な学習を推
し進める。

問：�反転授業が促されるために必要な授業映像等
のリソースが少ない。現在は権利問題等もあ
り利用可能なリソースが限定的だが？

答：�現状の著作権の問題については、教員が個人
的に対応できることは限られている。内容の
間違いに対して厳しい日本の文化的な問題も
あり、教員が自身で作成した教材でもオープ
ンに提供したいという雰囲気になりにくいの
ではないか。SNS 等で教材を共有し、アクセ

174

第
5
分
科
会



ス可能な利用者を限定して使うことなどから
始めてはどうか。

報告者全員に対する質問
問：�予習ビデオを見てこない学生にはどう対応す
ればよいか？�

答�（土持）：�LMS にアップしている場合、ビデオ
の視聴履歴が取れる。学生がこのことを知ると、
ビデオを見るようになった。
答�（大浦）：反転授業の著者のバーグマン＆サムズ
の場合は、事前にビデオを見てから授業に参加
することを強く求めている。これについて、教
員は毅然とした態度を取るべき。ビデオを見て
きた学生が少ない場合でも教室内で再生しては
いけない。ビデオを見ていなければ、グループ
ワークなどで貢献できないためにすぐに分かる。
教員から学生に事前によく説明することが重要。
思いつきで発言できるタイプとじっくり考える
タイプの学生などがいるが、後者は、事前に動
画を見ることで十分に準備する時間を取ること
ができるようになる。
答�（森）：山梨大学では、見てこなかった学生は別
室で見させている例がある。島根大学では、ア
クティブラーニングの時間を長く確保しており、
その場で見させることもあった。授業中に自分
から動画を見返す学生もいる。事前に見てきた
方が得だと学生に思わせるような工夫も必要で
はないか。

問：�プログラミングなど、説明と実技を繰り返す
ような授業についてはどう思うか？

答�（大浦）：プログラミングをオンラインで学ぶよ
うな教材は存在する。反転授業ではないが、例
えばオレゴン州立大学工学部ではロボット制作
と授業が連動している教育プログラムがある。
インターネット上の学習教材を活用して似たよ
うな試みは可能だろうが、一人でやるのは大変
だろう。
答�（森）：現在一緒に取り組んでいる先生は、演習
の手順を反転している。教室に来たらすぐに学
習が開始できるようになっている。例えば、高
校での物理の履修の有無で学生の理解が異なる
場合があるが、教材に必要な情報へ適宜リンク
を貼ることで、必要な事前知識について細かい
指示ができる。個人の能力に合わせて授業に参
加できるための工夫である。

問：�具体的な授業の運営方法をより詳しく知りた

い。事前学習の際の「ツボ」は何か？ 15 回の
中でどのように反転授業を組み込めば効果的
か？評価方法についてより詳しく知りたい

答�（土持）：ツボはない。理由は学生が毎年変わる
ため。反転授業の回数が多くなくてよい言った
理由は、15 週の授業に濃淡があった方がよいと
思うから。反転授業に向いているのは、15 週全
体の中で、アクティブラーニングの機会がある
ような単元が適している。
　�紹介したスクラッチクイズは、ビデオを見たか
を確認するため毎回授業の最初におこなう。ま
ず、個々の学生が解答し、その後のグループ内
で議論した後に再度スクラッチクイズを用いて
グループで解答させる。この結果は評価に反映
される。
答�（大浦）：動画作成についてわかっていることの
一つは、できるだけ短く作ること。我々が開発
したコースでは 10 分程度だが、5分程度まで短
くすることを奨励する人もいる。個々のビデオ
はそれぞれ明確に単元を区切ることが重要であ
る。東大の edX講座を担当した教員がそれに苦
労していた。サムズ氏が来日した際の講演では、
映像より音声の質が重要と言っていた。アニメー
ション等は学習効果と無関係という研究報告も
ある。実際の授業のインタラクティブな箇所が
不要なため、実際の講義よりも短く収まったと
いう報告もある。
　�どの回を選べばよいかという点は、15 週の中で
「時間が足りなくなる回」「学生の理解が困難な
回」などを選ぶのが本人のニーズにも合うので
はないかと感じる。
　�評価については前向きアプローチを紹介した。
予定外のことは点数化しにくいが、他の学生か
ら「面白かった」と言われるなど、点数に関係
ない場合でも学生がより学びたいと思うような
評価もある。そういった経験の積み重ねが学習
態度にプラスの影響があると考えられる。
答�（森）：動画作成について、授業中に学生の理
解度を見て繰り返し説明したりする時間を引け
ば、短く終わる。逆に、学生がビデオを繰り返
し見返すことができるので個々の学生のニーズ
に合っている。
　�私は全ての回で反転授業の導入を薦める。学生
の「わかった」を引き出すために、専門基礎に
あたるような授業には是非取り入れてほしい。
学生はビデオを復習にも使うので。ログ解析に
より、終わった授業のビデオを復習で見ている
こともわかった。
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　�評価については授業の目的によるが、「わかった」
「理解度」を知りたいのであれば既存のテストで
よい。コンピテンシーなどを測るには、学習ポー
トフォリオやルーブリックがある。

問：反転授業の学習効果は？
答�（土持）：報告で紹介した資料では反転授業の効
果は「まだ」実証されていないと説明されている。
学生が自学自習を進めるという意味で、これか
ら実証が必要であろう。データはじょじょに出
てきているが、具体的評価はまだ進んでおらず、
今後の研究課題であろう。
答�（森）：今、まさに我々が取り組んでいること。
質的量的にアプローチしており、今後アウトプッ
トしていける段階にある。現時点で、顕著な底
上げを示すデータもあり、効果はあると言える。
何を目的として何を効果とするかで見方は違っ
てくる。プレポスト調査では、動機づけ、学習観、
他者観等を調べている。他者観、深い学習アプ
ローチなどの変化がわかってきている。グルー
プワークの発話分析もおこなっている。
答�（大浦）：アメリカでは、落第率が減少した等の
報告がなされているが、科学的な手続きをきち
んと経た結果は少ない。スタンフォード大学の
事例では、対面授業への出席を任意にしたが、
逆に出席率が上がったという報告もある。東大
ではMOOC を対面に拡張した活動をおこなっ
たが、反転群の方が成績も高く、伸びも良かっ
た。反転授業はブレンド学習の一形態であるが、
2009 年の米国教育省レポートでは、「対面のみ」
「ブレンド学習」「オンラインのみ」の比較で、
ブレンド学習がもっとも効果的と報告されてい
る。

フロアとの全体討論
問�（質問者１）：生命化学分野で反転授業をやって
いる。ネットで検索しても出てこないような、

答えにバリエーションが出るようなネタを考え
ないといけないので毎週大変。音が大事という
話が出たが、音よりもスライドに情報があるこ
とが大事ではないか。学生はスマホでビデオを
見たりするので、スライドだけ見れば分かるよ
うにしている。manavee は役立つこともあるだ
ろうが、大学向けでなく、学生のプライドを傷
つける恐れがある。大学では、教員の手抜きと
取られる恐れがあり、自分で作成する必要があ
るのではないか。
答�（大浦）：ビデオ作成は、最初の年は大変だが一
度作ると後は楽になるだろう。3 年くらいごと
に作成し直すのがよいだろう。
答�（森）：リメディアルについては、確かに中高の
内容はYouTube に多くあり、リンクを学生に知
らせている教員もいる。学生は見るのは自由な
のでプライドを傷つけられることはないだろう。
大学によって大きく内容が変わらない科目につ
いては、共同してビデオ作成などできないか。
答�（大浦）：共同でおこなう際にはボトムアップで
あるべき。サンノゼ州立大学でMIT の教材を
使った初期の事例はうまくいったが、学内的に
拡げようとした際、哲学科の教員からの反発が
あった。

問�（質問者２）：学生のグループの編成の際に、偏
りが出ないようにするためには？�
答�（森）：基礎水理学では、同じパターンで 4回反
転授業を繰り返し、その間に小テストを 3回お
こなう。期間中、3回グループ変更をおこなう。
グループは、成績順に教員が指定する。成績が
悪い方で選ばれていることが学生には分かるが、
グループ学習の場で理解できればテスト勉強も
不要となる。頻繁にグループを変える事例もあ
る。
答�（土持）：グループワークに関して、TBL（team-
based�learning）は重要である。米国の事例では、
教室に来た学生に順に番号を振り、ランダムに
チームを作る。友達同士が並ぶので同じグルー
プになりにくい。
答�（大浦）：最初はランダムでよいが、ある程度は
固定した方がよい。教育工学分野では、得意な
ことが異なる人同士が組むのがよいという研究
もある。一つの方法としてジグソー法がある。

問�（質問者３）：学生がビデオを見た後の行動は？
どのような質的転換が起きるか？反転学習に、
学生はすぐに反転授業に対応できるものなの
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か？１週間前と授業開始直前に見ることで違い
はあるか？
答�（森）：「講義」「演習」の組み合わせとどう違う
かという質問をよく受ける。個々の基礎知識を
揃える必要があるので、連続コマでおこなうこ
とはすすめない。反転授業では、個々の「わかっ
た」をそれぞれつくってきて対面でそれを前に
進める、というのが私の理解。学生が動画を見
た後、授業アンケートで「どこで何をどのくら
いやったか」を尋ねた。15 分のビデオで、3回
程度に分けて 2 時間程度学習しているようだ。
山梨大学での、ビデオを見て分かったことと分
からなかったことを整理する課題が与えられた
授業では、1時間程度の学習時間。
答�（大浦）：ビデオに対して学生から意見を言って
くることがあり、それに応じてビデオを改善す
る。
答�（土持）：�TBL を導入すると、学生が何をして
いるか分かり易くなる。メールアドレスや携帯
電話番号もチームで交換しており、単にビデオ
を見るだけでなく、グループ内の活動をどうデ
ザインするかも大事である。これまで一人でやっ
てきたことを、グループで事前にやり取りする
のが効果的。個人的には 2〜 3 回で反転授業に
慣れると思うが、教員がどのようにうまく伝え
るかも大事。

問�（コーディネーター）：今後、反転授業のノウハ
ウを、分野別、目的別等で共有するにどのよう
な方法があるか？
答�（森）：今後、反転授業については「協働」と「競争」
のところを作っていきたい。まず協働を作らな
いと競争にいかないかも知れない。大学で持つ
文脈が異なるため、今後は、教育と研究分野が
協力していく必要がある。このため、学会主導
で教材を網羅的に作っていくというのはどうか。
答�（大浦）：各学会で、反転授業セッションなどを
設けてもよいかも。医学分野では、対面授業で
は学習範囲をカバーできない問題もある。
答�（土持）：反転授業は敷居が高い、大変だ、とい
う印象を持たれる。アクティブラーニングは普
及しにくかったが、今は各学会で取り上げられ
ている。アクティブラーニングの一事例として
反転授業を位置づけるとよいのではないか。

問�（コーディネーター）：FDに関して。新しい授
業や教授法、ICT を導入する際、どのように学
内に拡げていけばよいか？�

答�（土持）：アメリカでは 1991 年にアクティブラー
ニングの用語が出てきたが、FDも同時期に出て
きた。PODでは、2012 年に反転授業の用語がで
てきた。節目節目で FDの効果が考え直されて
きている。
答�（森）：今後、学生の学びがどう変わるのかを調
べたい。「learning�development」ということで、
学生側から変えていきたい。学生が自分で学ぶ
ためにいろいろなリソースを持つころが大事。
もちろん「教える」の有効性について調べるこ
とも大事。Learning�development を先生がたと
共有していきたい。
答�（大浦）：ボトムアップの中で、各大学や学部
に少数存在する伝搬性の高い「changing�agent」
を見つけ、その中で小さな成功例を作ってじょ
じょに広めていくのはどうか。
答�（土持）：「changing�agent（変革者）」の例とし
て帝京大学には学生が授業コンサルティングを
おこなう「SCOT」の制度がある。学生が、大
学の学習・教育環境を変えていく。訓練を受け
た学部学生が、希望する先生の授業を観察し
て記録、コンサルティングする。FDは義務化
されたので仕方なく使っているが、より広く
「educational�development」という考えが大事で
ある。

問�（コーディネーター）：対面授業のデザインが大
事ということだが、対面のデザインについてコ
ツや落とし穴があれば
答�（土持）：事前にビデオを見ているので、授業で
は最初の5〜10分がポイントになる。教員はファ
シリテーターとしての役割が求められる。私の
授業で大変なことは、スクラッチクイズ用の 4
択の試験問題（類似な答えを 2 通り用意する）
を作成することである。答えが 2つあると学生
の議論につながる。
答�（森）：反転授業は、まず「教える」があって、
次に「アクティブラーニング」がある。学習科
学では「学んでから教えた方がよい」と言われ
ている。授業の最後に短時間でもそのセッショ
ンをまとめて教員の知見を学生に伝える機会が
あればよりよいのではないか。「教える」「学ぶ」
「教える」をどうデザインするか、ということを
提案したい。また、基礎的内容を扱う完全習得
学習型でも、例えば最後の課題だけは現実の分
野の未解決問題をあえて学生に考えさせるよう
にするのはどうか。
問�（大浦）：課題作りがポイントと考える。高次能
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力を育成するには、一人では解けないが複数だ
と解ける、といったこれまでと異なる課題に関
する問題をしっかり作成することが必要。足場
かけについて。複雑な問題について、最初は手
取足取り教えるが、助けをじょじょに減らすと
いう方法もある。反転授業の順序（ビデオ視聴
→学習）について。スタンフォード大学のチー
ムが行った研究では、まず課題に取り組んでか
ら説明（講義）を聞いた方が学習効果が高かっ
たという実験結果もある。反転授業の型だけに
注目するのではなく、自分の教育的問題をどう
解決するかの方が優先である。

4. まとめ
　本分科会では、国内外で新たな教授法として着
目されている反転授業について、「FD」「学習研究」
「テクノロジー」といった側面から、国内で先進的
な取り組みを推進してきた 3名の先生がたに話題
提供して頂き、映像制作や授業デザインの手法と
いった具体的なノウハウから、実際に反転授業を
おこなう際のコツや陥穽、理論的知見などをフロ
アの参加者の方々と共に学ぶ機会となった。今後、
国内での反転授業の実践から、学生の学習に関す
る研究成果が多く報告されることも知ることがで
き、今後ますます反転授業への注目が高まってい
くと思われる。今後も継続的に議論の機会を設け
られることを願う。
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第５分科会 
 

反転授業により学生の能動的な 
学びへの転換をはかる 

大学コンソーシアム京都　FDフォーラム 
2015.3.1 本分科会の主旨 

•  学生の能動的な学びを促すための手段として、あるいは
学生の授業外学習時間を確保するための手段として、反
転授業への注目が高まっている。反転授業は、これまで
は主に教室内で行われていた知識獲得の場を、ICTを利
用して授業外に移して事前に学習を行い、授業時間を、
事前に獲得した知識を元に応用的・発展的な内容につい
ての学びの場として利用するという新たな授業形態であ
る。本分科会においては、海外の動向も踏まえながら、
MOOCを含む教育へのテクノロジー利用、学習研究、
FD・教育改善といった多様な観点から国内の先進的な
実践事例とその成果を提示し、反転授業とそれを実施す
るための方法論について具体的に学ぶとともに、反転授
業が学生の学びの質や量の改善・向上にどのように寄与
しうるのか、その可能性について議論する。 

NMC Horizon Report: 2015 Higher Education Edition

h"p://cdn.nmc.org/media/20155horizon5he5preview.pdf

登壇者紹介 

•  土持ゲーリー法一先生（帝京大学高等教育開発センター） 

•  森朋子先生（関西大学教育推進部） 

•  大浦弘樹先生（東京大学大学院情報学環） 

コーディネーター 
•  酒井博之（京都大学高等教育研究開発推進センター） 

分科会の進行について 

午前　10:00～12:00 
•  10:00～10:10　イントロ 
•  10:10～10:45　土持先生 
•  10:45～11:20　森先生　　　　各35 min 
•  11:20～11:55　大浦先生 
•  11:55～12:00　まとめ 
　※午前終了時に質問票を回収 

午後　13:30～15:30 
•  13:30～14:00　質問票への回答（各登壇者） 
•  14:00～15:30　全体ディスカッション 

さまざまな問い 

•  反転授業をするにはどんな準備が必要か？ 
–  ツールは？　気をつけるべきことは？ 

•  反転授業を行いさえすれば学生はよりよく学ぶのか？ 
–  望ましい授業デザインは？ 

•  すべての授業科目を反転授業にすればよいのか？ 
–  適している分野・科目の特徴は？ 

•  これまでの「予習」と何が違うのか？ 
–  事前に書籍を読ませるのと同じか？違うか？ 
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関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

「わかった」を引きだす
アクティブラーニングとしての反転授業

第20回 FDフォーラム@同志社⼤大学

森 朋⼦子（関⻄西⼤大学）

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

発表の流流れ

• なぜ反転か
• 学習理理論論からみたアクティブラーニング
• アクティブラーニングとしての反転授業

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

⾃自⼰己紹介

• 森 朋⼦子
• 専⾨門：学習研究，学習科学，

デザイン研究，実践的教育学，教育⽅方法学

• 「わかる」プロセスの解明
• 学び合いの構造の解明

• 「教える」の場⾯面を作る
• 「学ぶ」の場⾯面を作る

新しい分野
です！

基礎研究

応⽤用研究

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

なぜ反転か

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

⼤大学教育改⾰革の流流れ

ラーニングアウトカムの重視
教育から学習への転換
教育⽅方法の⾒見見直し→アクティブラーニング

個⼈人から組織へ
「課程」という考え⽅方の強化
共通プログラム→FD（ファカルティ・ディベロップメント)

エビデンスベースの教育改⾰革
 内部質保証システムの構築

→IR(インスティテューショナル・リサーチ）

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

アクティブラーニングの定義

⼀一⽅方向的な知識識伝達型講義を聴くという（受動的）学習を
乗り越える意味での、あらゆる能動的な学習のこと。能動
的な学習には、書く・話す・発表する等の活動への関与と、
そこで⽣生じる認知プロセスの外化を伴う。（溝上 2014)

アクティブラーニングの例例
 講義：ミニッツペーパー，⼤大福帳，レスポ
ンスアナライザー

 プロジェクト型学習：サービスラーニング，
プロジェクト学習，
課題解決型学習，協調・協同学習

 知識識構築型：ディベート，リーディング・
アサインメント，ジグソー法

アクティブラーニング
の⽬目的
 汎⽤用的スキルの獲得
 仲間づくり
 深い学習

「わかった」を引きだすアクティブラーニングとしての反転授業
関西大学　教育推進部　准教授　　森　朋子
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関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

学⽣生の思考はアクティブ？

教師だけがアクティブ
教師の顔⾊色をうかがう「振り返り」
フリーライダーが出るグループワーク
構造化しすぎるグループワーク
グループの数⼈人が引っ張るグループワーク
講義では学⽣生の思考が

アクティブにならないとの思いこみ

やる気度度合いで学びが⼆二極化・学習の格差
→これでも講義よりマシ？

教員の授業⼒力力に依存
→FDって⾔言われてもなぁ…

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

学習理理論論からみたアクティブラーニング

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

「教える」と「学ぶ」の関係１

・⽣生涯発達的学び
・企業/組織での学び
・社会的な学び

・⽣生涯教育
・企業/組織の教育
・社会教育
・家庭教育

教える

学ぶ

学校教育

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

「教える」と「学ぶ」の関係２

教える
（教授）

学ぶ
（学習）

各種の教育学 認知科学，脳科学，
学習研究，学習科学

教える＞学ぶ
教える＝学ぶ
教える＜学ぶ

学習が促進

学問分野

授業

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

21世紀に必要な学びとは

学んだことを「その場から持ち出し」（可搬性：portability) 
「必要に応じて使うこと」（活⽤用可能性：dependability)を
可能にする学びを！

●産業⾰革命以降降（⾏行行動主義）
・科学的な知識識を正確に把握（更更新の必要なし）
・与えられた問題・課題を効率率率よく解く
・解のある問題解決：⽬目標に向けて学習段階を設計することが可能

●知識識基盤社会（社会的構成主義）
・何が課題か⾃自ら設定し，存在しない知識識を他者と共に創造する
・課題を達成したら，次の課題を⾒見見出し、前進していく
（必要に応じて知識識の更更新・創造。知識識創造パートナーとしての他者）
・解の⾒見見えない問題解決：協調知識識創造型での授業設計

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

（森的）学習が促進する条件

1. いろいろな他者によって解答に
バリエーションがある（吟味）

2. 同レベル他者の発⾔言を鵜呑みにしない
（批判的思考⼒力力）

3. ⾃自らの活動を振り返る能⼒力力があること（メタ認知）
4. ⾃自らの理理解と他者の理理解の間に

葛藤や躊躇がある（理理解の深化）
5. 学習に⼀一定の時間をかける（学習時間の確保）
6. 解決すべき課題がある（学習への動機づけ）
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関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

どんなアクティブラーニングで、
学⽣生のさらなる能⼒力力を引き出せる？

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

アクティブラーニングとしての反転学習

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

反転授業のデザイン

●完全習得学習型
クラス全員がある⼀一定の知識識・スキルを習得することを⽬目的とする。
特徴：従来の評価⽅方法もOK

●⾼高次能⼒力力育成型
事前学習で学習した内容を⽤用いて，さらに発展的な課題に取り組むこと

を⽬目的とする。
特徴：授業そのものの⽬目的が変更更

●その他….

⼭山内（2013）第1回反転授業公開研究会より
関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

事例例紹介

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

完全習得学習型

授業名：基礎⽔水理理学
対象：1年年⽣生後期
授業区分：専⾨門教育（基礎）
成績評価：3回のテスト

受講者数：66名（登録）
TA配置：1名
動画：昨年年度度のPPT教材を改良良
毎回の予習時間：2.09h程度度（平均）

教育活動 教育デザイン 学習活動と意義

事前学習１ ●講義動画視聴（15分程度度）
「教える」ことによる
基盤となる知識識のイン
プット

事前学習２ ●該当箇所のノート作成 ⾃自らの知識識の構築

事前学習３ ●演習問題への取り組み 知識識の確認

対⾯面授業
（4⼈人1組の協調活動）

●演習の続き 他者、知識識葛藤・躊躇、
バリエーション、吟味●教員による個別チェック

●演習の解答説明/講義 吟味、知識識の再構築

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

⾼高次能⼒力力育成型

授業名：ヒューマン・コンピューター・インタラクション
対象：1〜～３年年⽣生後期
授業区分：専⾨門教育
受講者数：88名（登録）
成績評価：プロジェクト成果＋

期末テスト

TA配置：なし
動画：昨年年度度のPPT教材を改良良
毎回の予習時間：1.２h程度度（平均）

教育活動 教育デザイン 学習状況

1〜～４回 ●講義（資料料をアップ） 主体性

５〜～7回 ●プロジェクト１ アプリ作成
（発表）

他者、知識識葛藤・躊躇、バリエー
ション（吟味？）、楽しみ

８〜～12回 ●講義（資料料をアップ） 主体性

13〜～15回 ●プロジェクト２ アプリ作成
（発表）

他者、知識識葛藤・躊躇、バリエー
ション（吟味？）、楽しみ

●期末試験16回
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反転授業デザインの
基本プロセスと課題の整理

大浦弘樹
東京大学大学院情報学環

反転学習社会連携講座 (FLIT)

1

自己紹介
o 反転学習社会連携講座 (FLIT) 特任助教

o FLITのミッション
1. 反転学習に関連する学術的な理論の整理
2. MOOCと連動した反転学習モデルの開発
3. 大学の授業における反転学習の効果検証

o 専門分野：学習科学、科学教育、教育工学

2

発表の流れ

o 反転授業の定義：従来の予習との違い

o 反転授業デザインの基本プロセスと課題の整理
1. 教授目標の設定
2. 予習教材の設計
3. 対面授業の設計
4. 教育(学習)評価の設計

o まとめ

反転授業の定義
説明型の講義など基本的な学習を宿題として授業前に行い、
個別指導やプロジェクト学習など知識の定着や応用力の育成
に必要な学習を授業中に行う教育方法 (山内・大浦 2014)

反転授業と従来の予習との違い
o よくある質問：これって反転授業と言えますか？

• 授業前に教科書を読ませる
• 授業前にプリントをやらせる
• 授業前にeラーニングをやらせる
etc...

o 歴史的な経緯から反転授業を理解する
(Bergmann & Sams 2012; バーグマン & サムズ 2014)

o 反転授業を「ブレンド型学習の一形態」として捉える
• 講義視聴 (オンライン) → 個別指導/協調学習 (対面)
• 順序が逆の方が学習効果がより高いとする実験例もある

(Schneider et al. 2013)

5

反転授業デザインの基本プロセス

o 教授目標の設計

o 予習教材の設計

o 対面授業の設計

o 教育(学習)評価の設計

6

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

結果のまとめ
完全習得学習型 ⾼高次能⼒力力学習型

学習時間の確保 ◎ ○
デザインの転移性 ◎ △
対⾯面授業の活性度度 ◎ ○

学⽣生格差 ⼩小 ⼤大
学⽣生の⾃自主性 △ ◎
単位取得度度 難 普通
教育⼒力力 ⼩小 ⼤大

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

効果的な反転授業とは

• 「教える」を組み込む
• 「教える」を通じて、授業前に個々の知識識「わ
かった」を構築する

• 他者との建設的相互作⽤用によって、その「わ
かった」が揺らぐこと

• 「わかった」が再構築されること

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 
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反転授業は…

（デザイン次第では）
1. 既存の知識識を再構築することを授業に組み込む⾼高度度な
授業デザイン

2. 吟味する時間を授業内に確保
3. ⽇日本の⼤大学の⽂文脈においては、⾃自然科学系の基礎で導
⼊入すると効果が⾼高そう（完全習得学習型）

4. 教材レベルの適正が対⾯面授業成功の鍵
5. 対⾯面授業の構造化が必要（ジグソーは有効そう）
6. MOOCとの連動 / 教員⽀支援？
7. 学⽣生にとってはこれまでにない学習負担⇒カリキュラ
ムの検討が必要

関⻄西⼤大学TOMOKO MORI 

実践者としてやってみようかな？
→ぜひご連絡ください
tomori@kansai-u.ac.jp
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反転授業デザインの基本プロセスと課題の整理
東京大学　大学院情報学環　特任助教　　大浦　弘樹
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課題の作成: 例. 補足資料や確認クイズ

注意：講義動画を観れば正答できるような基本的な問いにする

予習教材のアップロード・配信
YouTubeにアップロード → (URL経由のみ)限定公開

14すべての学生がアクセス可能かを確認→外部メディアで適宜対応

対面授業の設計
o 完全習得型：個別・グループ課題→直接指導が中心

• 動画視聴（や予習課題）の確認
• 個人・グループ課題
• 教員/TAによる直接指導（サンノゼ州立大の事例）
→ 比較的導入がしやすく、底上げ効果が期待できる

o 高次能力学習型：協調・協同学習が中心
• 問題解決学習（スタンフォード大の事例）
• 議論・討論（gacco 日本中世の自由と平等）
• プロジェクト学習（東大 Visualizing Tokyo）など
→ 導入の難易度は高いが、より高次な学習が期待できる
→ チームでの綿密な計画と入念な準備が必要

15

議論・討論: gacco “日本中世の自由と平等”

16

対面授業スケジュール (2時間/回)

17

所要時間 活動および内容
10分 導入
10分 各グループで自己紹介
35分 活動１：各グループで議論
35分 活動２：ディベート
20分 活動３：各グループで議論
10分 まとめ

所要時間 活動および内容
10分 導入
35分 活動１：資料を読んで各グループで議論
35分 活動２：資料を読んで各グループで議論
35分 活動３：資料を読んで各グループで議論
5分 まとめ

第1回

第2回

プロジェクト学習: 東大 “Visualizing Tokyo”

駒場アクティブラーニングスタジオ
（KALS）にて対面授業を実施

教授目標の設定
o 完全習得学習型：

• 概念理解やスキル習得を教授目標として「対面授業を
応用演習や指導に充てる」

• サンノゼ州立大学電気工学部の例
- MITのコース (edx)を予習教材として利用
- 対面授業はプリント課題を与えて個別指導

o 高次能力学習型：
• 医学における臨床演習や工学におけるプロジェクト演

習など「より発展/実践的な活動を対面授業で行う」
• スタンフォード大学医学部の例

- 予習は講義視聴を含むオンライン学習
- 対面授業は臨床演習などの協調・協同学習

専門的&汎用的な高次能力学習
思考の方法
1. 創造性とイノベーション
2. 批判的思考、問題解決、意思決定
3. 学び方の学習、メタ認知
働く方法
4. コミュニケーション
5. コラボレーション・チームワーク
働くためのツール
6. 情報リテラシー
7. ICTリテラシー
世界の中で生きる
8. シチズンシップ
9. 人生とキャリア発達
10. 個人の責任と社会的責任

8

(グリフィンほか 2014) 

予習教材の設計
o 講義（説明）動画の作成: 自作 or 既存動画の活用

• 自作する
- 各10分前後の短い動画に分割して録画
- 無料/有料の録画・編集ソフトを活用

• 既存の動画を活用する (e.g., gacco)

o 課題の作成（オプション）
• 動画の内容に関する基本的な確認クイズ
• 対面授業の準備（例. 質問に対する自分の考え）
• ただし、予習全体の「分量」に注意

o 予習教材のアップロード・配信
• YouTubeにアップロード
• メールやLMS等のWebページにリンクを貼る 9

講義動画の作成: Camtasiaを使った録画/編集

10TechSmith Camtasia 2 for Mac の操作画面

講義動画の自作: Bergmann & Sams の事例

11
Reference: Intro to Chemistry: 4.3 Types of Chemical Reactions (1/3)
https://www.youtube.com/watch?v=AWSTg1HLG4M

既存動画の活用: MOOCsの活用

12
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集中講義形式: オンライン学習(5週間)→対面授業(5日間)

第１回： イントロダクション→映像（画像）分析演習

第２回： 映像分析演習→フィールドワーク＆映像制作演習

第３回： プロジェクト・チームの編成、役割分担、＆調査計画

冬休み： フィールドワーク調査及び画像・映像撮影の実施

第４回：ドラフト作品の共有、フィードバック、＆修正作業

第５回： 作品の仕上げ→プレゼンテーション（ミニ映画祭）

対
面
授
業
ス
ケ
ジ
ュ
丨
ル

評価の設計
o 後戻り（規範的）アプローチ

• 学習目標から逆算的に評価項目を作成
• テストによる宣言的知識・手続き的スキル評価
• ルーブリックによるパフォーマンス評価 (松下 2007)

o 前向き（創発的）アプローチ（スカーダマリアほか 2014）
• 規範的な評価では難しい学習や成果: 例. 知識構築
- 個人やチームごとにテーマや目標が異なる学習
- 学習していく中で、目標も変容していく学習
- 長期的な学習活動を経た学習者の態度・行動の変化

(Zhang et al. 2009)
- 学習プロセスの中に（同時並行に）評価を埋め込み、

学習の変容に応じて評価する必要
- 今後、研究が必要な分野

20

まとめ
o 反転授業の定義に関する考え方

• 従来の予習との大きな違いは講義（説明）コンテンツ

o 反転授業デザインの課題
• 反転授業は万能ではない→教授目標から導入を検討する
• 学生のレディネスに応じて予習の分量を調整する
• 反転授業で最も重要なのは対面授業のデザイン
- 完全習得型は比較的導入しやすい
- 高次能力育成型の導入は慎重に、やるなら準備は入念に
- 講義を見ておくと対面授業で得をする「仕掛け」作り

• 高次能力型の評価には「前向き」アプローチも検討する

o 組織的な導入には”ボトムアップな”組織的な取組み
• 既存カリキュラムの中で実施できるか？ 21

FLITウェブサイト: 
http://flit.iii.u-tokyo.ac.jp/ 22
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